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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

金子 修・教授 評議員 日本寄生虫学会 

金子 修・教授 評議員、監事 日本熱帯医学会 

金子 修・教授 学術調査官（非常勤） 文部科学省研究振興局 

上村春樹・講師 評議員 日本寄生虫学会 

上村春樹・講師 評議員 日本熱帯医学会 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

金子 修・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)「マラリア原虫赤血球侵入関連

分子の機能ドメインの同定と侵入の制御」 

金子 修・教授 日本学術振興会 代表 新学術領域研究「共生非依存的に進化したオ

ルガネラによるマトリョーシカ化機構」 
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金子 修・教授 日本学術振興会 代表 学術研究助成基金助成金（挑戦的萌芽研究）

「遺伝子操作による成熟赤血球侵入型三日

熱マラリア原虫の創出」 

金子 修・教授 公益財団法人 第一三共生命科学研究

振興財団 
代表 研究助成「マラリア原虫感染赤血球内タンパ

ク質輸送機構の分子基盤」 

金子 修・教授 長崎大学 代表 大学高度化推進経費 全学共通プログラム

経費（年度計画対応経費）「マラリア研究推

進のための国際ワークショップ企画事業」 

金子 修・教授 厚生労働省 分担 科学研究費補助金「寄生虫疾患の病態解明及

びその予防・治療をめざした研究」 
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服に向けた研究環境整備」 
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（総括班）」 

金子 修・教授 South Florida University 分担 「 Long-term Continuous Culture of 
Plasmodium Vivax Blood Stages」 

金子 修・教授 UBS Optimus Foundation 分担 「A new molecular surveillance system for 
Leishmaniasis」 
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ロゾイト侵入・発育機構のタイムラプス解

析」 
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用マイクロ流体システムの開発」 

金子 修・教授 長崎大学熱帯医学研究所 分担 共 同 研 究 「 マ ラ リ ア 原 虫 近 縁 種

Leucocytozoon 原虫の全ゲノム塩基配列決

定」 

金子 修・教授 長崎大学熱帯医学研究所 分担 研究集会「マラリアの生物学シンポジウム」

上村春樹・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)「熱帯熱マラリア原虫の薬剤耐

性関連遺伝子の多型：地域による特徴」 
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制御に重要な kinase の同定および inhibitor
の screening」 

中澤秀介・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)「森林発生人獣共通マラリアの

生態学社会学的研究」 

中澤秀介・助教 日本学術振興会 コーディネ

ーター 
アジア・アフリカ学術基盤形成事業「マラリ

ア伝播環境の変容と人獣共通感染性マラリ

アの出現の理解に向けた学術的研究」 
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コントロール：適応と土着知識」 

矢幡一英・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B)「遺伝子間障壁に着目したマラ

リア原虫の遺伝子発現メカニズムの解明」 

 


